






研究目的 

昭和 61 年度には研究協力者の 7施設を対象に,新生児頭蓋内出血例の実態調査を行ったそ

の結果をみると脳室内・周囲出血は,早産児に多いことは当然であるが,注目すべきことは

正期産児のくも膜下出血および硬膜下出血例の多いことであった。周産期医学の進歩した

現在の超音波診断および CT 診断がルーチン化したため,原疾患または仮死の随伴病変とし

て発見率が高くなったためとも考えられる。また早産児とくに極小未熟児の頭蓋内出血は

各施設によって多様であるが,なお頻度および死亡率が高いことがわかった。本年度は,こ

れらの事実に留意して 7施設において早産児および正期産児の頭蓋内出血に関して前方視

的な共同研究を開始した。正期産児については,その実態と早期診断に役立つ臨床的検討を

行い,早産児については周産期の危険因子を明らかにするため出生前・出生直後から呼吸・

循環動態をモニターし，とくに適切な換気と灌流圧が保持されているかどうかを検討する

目的で,生後 72 時間まで経時的かつ総合的な観察を行った。検査期間中に経験した剖検例

についても検討を加えることにした。 

一方個別的な基礎研究は続行し,とくに脳室内・周囲出血に合併する脳病理像について,ま

た超音波および CT 診断と剖検所見との関連性について研究した。 


